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　７月25日（金）～26日（土）、新潟市万代シルバーホテ
ルにおいて、社会情勢の変化の中で新たな時代に対応す
る人材育成をめざした第12期にいがた福祉リーダー塾を
開催しました。
　連合、労金、こくみん共済 coop、全港湾、ささえあ
い生協、ワーカーズから18名の塾生が参加しました。牧
野理事長の主催者あいさつの後、２日間の日程で３講座
を受講し、最後にグループミーテイングを行い、１泊２
日で完結する講座としました。

　受講生の皆さんは、
最初は緊張した面持ち
でしたが、終了間際に
は打ち解けた雰囲気と
なり、参加して良かっ
たとの声も多く、中身
の濃いリーダー塾とな
りました。

◇第１講座（前半）
演題：「競争か連帯か　労働者自主福祉事業（労金・

全労済）の成り立ちとこれから～労働運動の歴
史を振り返りながら〜」

　講師：中央労福協講師団・講師　高橋　均　氏
◇第１講座（後半）
　演題①：「新潟県労働金庫の現状と課題」

　講師：新潟県労働金庫　営業推進部　副部長
　　　　石田　慎太郎　氏
　演題②：「こくみん共済 coop の現状と課題」
　講師：こくみん共済 coop 新潟推進本部 事業推進部
　　　　事業推進課　課長　古瀬　慧　氏
◇第２講座
　演題：「協同組合間連携のあり方」
　講師：日本協同組合連携機構　研究員　中野　理　氏
◇第３講座（前半）

演題：「SDGs（持続可能な開発目標）時代のパート
ナーシップ～非営利共同セクターとの協働を目
指して～」

　講師：新潟NPO協会　理事　吉崎　利生　氏
◇第３講座（後半）

演題：「新潟県のNPOについて」
講師：新潟ろうきん福祉財団　地域共生推進室長

　　　　富澤　佳恵　氏

http://www.nagaoka-lsc.jp/
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新たな時代に対応できる人材育成をめざして
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奨学金ネットワーク第４回総会
　９月12日（金）勤労福祉会館において奨学金ネット
ワーク第４回総会が開催されました。この間取り組んで
きた「教育費負担軽減・奨学金制度改善に向けたアピー
ル」への団体賛同・個人署名への取り組みや奨学生によ
る成果報告会についての活動報告や今後の活動方針につ
いての意見交換を行い、議案はすべて承認されました。
　給付型奨学金の必要性が少しずつ認知をされつつある
が、まだまだ周知や理解不足は否めず、社会的なうねり

を作り出すためにも、さらなる活動の強化が必要であり、
取り組みを強化していくことが確認されました。

　新潟県労福協では、今年も平和を希求する取り組みとして
８月６日（水）の始業時や昼食時を利用して、原爆犠牲者追
悼ならびに平和祈念の願いを込めた１分間の黙とうを呼びか
けました。
　戦後80年の今年も多くの団体からご賛同をいただき、実施
をしていただきました。

新潟県退職者連合第33回定期大会
　７月25日（金）新潟東映ホテルにおいて第33回定期大
会が開催されました。
　冒頭、山田会長からは、大きな団体の退会があり、会
員は大幅な減少となった。これまで以上に会員の拡大に
ついて踏み込んだ対応が必要。参議院選挙はどの地域で
も退職者が重要な役割を担って貢献していただいた。今
年は戦後80年。核兵器廃絶と恒久平和の実現のため「核
兵器廃絶1000万人署名」へのご協力をお願いしたい。と
のあいさつがありました。

　その後の議事では、「平和で生き生きと安心して暮ら
せる社会を創ろう！」というスローガンや活動報告、活
動方針が満場一致で承認されました。

　７月30日（水）にＡＮＡクラウンプラザホテル新潟に
おいて、「新潟県
総合生活協同組合
第71回 通 常 総 代
会」および「こく
みん共済 coop 新
潟推進本部第８回
組 合 員 代 表 者 会
議」が開催されま

した。
　「第71回通常総代会」では、2024年度事業報告と決算
報告、2025年度事業計画と事業予算等について、すべて
の議案が承認されました。
　「第71回通常総代会」のあとに開催した「第８回組合
員代表者会議」では、2025年度新潟推進本部活動計画な
どを審議し採決を行い、すべての付議事項が可決承認さ
れました。

平和を希求する取り組み　One minute silence

新潟県総合生活協同組合第71通常総代会　および
こくみん共済 coop 新潟推進本部　第８回組合員代表者会議
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労福協東部ブロックライフサポー
ト事業経験交流　IN NAGANO
　９月３日（水）から４日（木）の日程で長野県長野市
の「長野ホテル犀北館」を会場に東部ブロックのライフ
サポート事業経験交流会が開催されました。
　東京・関東・山梨・静岡などの各県から39名のライフ
サポート事業に関わる参加者が集まりました。
第１部　講演
　講演①「地域発信！幸せな生活を送るための応援歌」
　　　　～たすけ上手・たすけられ上手に生きる～
　　　　講師：上野谷　加代子氏
　地域共生社会の実現のためには、（住みなれた）地域
社会のなかで、家族、近隣の人びと、知人、友人などと
の社会関係を保ち、自らの能力を最大限発揮し、誰もが
自分らしく、誇りをもって、家族およびまちの一員とし
て、普通の生活（くらし）を送ることができるような状
態を創っていくことが重要との話がありました。
　講演②「はたらくことで　もう一度　つながろう」
　　　　～プチバイトの輪を信州から～
　　　　講師：長峰　夏樹氏　傳田　清氏
　「プチバイト」は、平成27年に長野県社会福祉法人経

営者協議会と社会福祉法人長野県社会福祉協議会が協力
して始めた、就労体験と小口給付を組み合わせた独自の
支援事業です。生活困窮者や働くことに抵抗のある人の
利用を想定し、自立を後押しする試み。物価高騰などを
背景に生活不安を抱える人が増える中、利用者向けの相
談窓口を広げ、運営基盤の強化も図る。プチバイトは登
録事業所で物品の仕分けや清掃といった作業をし、アル
バイト代相当の「就職活動応援金」を受け取る。10年間
で計631人が利用。自己肯定感ややりがいを感じ、就労
につながっているということでした。
第２部　意見交換会
　各県労福協のライフサポートセンターからの報告を受
け、ライフサポート事業の現状と課題や特徴的な事例な
どの報告と意見交換を行いました。
＜特徴的な課題＞
◦予算の確保・削減（神

奈川、千葉、茨城）
◦リピーター問題（千葉、

茨城、群馬）
◦相談員の高齢化と人員

確保（神奈川、山梨、
千葉）

地方労福協会議（中央労福協主催）
　中央労福協主催の地方労福協会議が７月２日（水）と
９月25日（木）の２回にわたりWebにて開催されまし
た。全国の地方労福協から両日とも約60名の役職員が参
加しました。意見交換した事項は以下のとおりです。
【第４回地方労福協会議】
①全労済協会による「事務所の保障点検のご提案」
②2025全国福祉強化キャンペーン取り組み方針
③地方労福協のフードバンクに関する取り組み
④「労福協政策・制度データベース」の活用について
⑤ろうふくエール基金の活用促進に向けて
⑥労福協運動のさらなる活性化に向けた取り組みの今後

の方向性について

【第５回地方労福協会議】
①全国福祉キャンペーンに向けた意思統一・取り組みメ

ニューの共有
②持続可能な労福協運動の展開に向けた取り組み（素案）

について
③2026〜2027年度活動方針（素案）について
　　その後、「食の支援活動」に関する意見交換会を開

催し、フードバンクや子供食堂等に関するいくつかの
地方労福協の事例報告が行われ、意見交換を行いまし
た。

　月の賃金総支給額は県内新卒基本給並みながら賞与無
し。単年度契約のため定期昇給の考え方もありません。
経験を積み資格取得するなかで厚遇職場へ転職する人も
あり直近の平均在籍年数は３年―。
　これが新潟県労福協が受託する「生活困窮者自立支援
事業」の実態です。同規模自治体と比べても賃金は低位、
だから尚更この生活必須職スタッフが安心して働き、暮

らすことの出来る処遇の確保が絶対に必要です。
　７月31日、私佐藤淳は新潟県労福協を退職し新潟市
パーソナルサポートセンターに転籍しました。前職在任
中は大変お世話になりました。そして
これからも労福協運動、生活困窮状態
にある人を支援する事業への温かい眼
差しをお願いします。
　尚、パーソナルサポートセンターの
職場見学はいつでもお引き受けします
のでぜひお声掛けください。

退任のごあいさつ
困窮支援の最前線を見に来てください

佐藤　淳 氏
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　６月26日（木）ヒスイ王国館において「糸魚川地
区労福協第13回総会」を開催しました。参加者は31
名で、来賓として新潟県労福協　石本専務理事、糸
魚川地域退職者連合　齋藤会長にご臨席いただき、
石本専務理事よりご挨拶を頂きました。ご挨拶の中
で県労福協が取り組んでいる各活動についてご紹介
いただきました。
　総会では、2024年度
の活動報告及び2025年度
の活動計画について審
議を行い確認しました。
　その後の懇親会で
は、参加者同士交流と
親睦を深めることが出
来ました。

　７月16日（水）糸魚川カントリークラブにて「第
22回糸魚川地区労福協親善ゴルフ大会」を開催しま
した。来賓として新潟県労福協 江口事務局長、連
合上越地協 飯田議長、上越地区労福協 岩渕事務局
長よりご参加いただき総勢23名の大会となりました。
　当日は天候にも恵まれ、参加者はお互いのプレイ
を称え合い、和気あいあいとしたゴルフ大会となり
ました。
　表彰式は月徳飯店に会場を移し、豪華賞品を受け
取った入賞者は大変喜んでいました。
　また参加者同士のゴルフ談義に花が咲き、大いに
盛り上がりました。
　今後も参加者全
員が楽しめるゴル
フ大会を開催した
いと思います。

　６月28日（土）ワーク＆ライフセミナ―を開催し
ました。
　私たちの暮らしの中で、介護や相続は身近な問題
であり、事実困っている方もおられます。またいつ
かは直面する可能性もあります。そこで、今回は、
メーンテーマを「看る・送る・受け継ぐ」を考える
～その時までにできること～としました。
　本来は、本年２月に開催予定でしたが、豪雪によ
る交通事情の悪化のため、開催日前日夕刻に急遽開
催を中止せざるを得なかったセミナーで、改めて開
催したものです。

第１部　「看る（介護）について考える」
　柏崎市介護高齢課の方から、介護が必要になった
時の手続きや、備えについて講演をしていただきま
した。
　介護保険を利用する場合、認可を必要とする手続
きで１ヶ月位かかるので、事前の知識が有れば、対
応も考えられると話されました。

第２部は「受け継ぐ（相続）について考える」
相続が争続にならないために
　相続の手続きと遺言について、司法書士・行政書
士等の資格を持つ、森山事務所代表の森山真太郎さ
んから、講演をしていただきました。
　相続に関しては、少額の遺産総額でも、家族間で
もめるケースが増加傾向にある、と現状を話され、
遺言書の作成が家族間のトラブルを未然に防ぐ効果
が見られること。更に、相続登記の義務化が、2024
年４月１日施行されたことに伴い、原則３年以内の
相続登記の申請が必要と話されました。罰則規定も
新たに加えられたそうです。

人生会議
　両講演は、高齢化が進んでいる現状を自分事とと
らえ、早い段階から介護制度や、相続など必要な手
続があることを認識すること。そして、家族間で話
し合う、いわゆる「人生会議」が大切と話されたセ
ミナーでした。
　アンケートは、参加者64名中49名の方から回答
をいただき、
47名の方から

「参考になっ
た」との感想
をいただきま
した。

地区労福協からのたより 新潟県労福
協

Ni
iga
ta Letter

Niigata Letter

2021

糸魚川地区

第 1 3 回 総 会

第22回親善ゴルフ大会

柏崎地区労福協
「ワーク＆ライフセミナー」開催

柏崎地区労福協版　「人生会議」

柏 崎 地 区
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　６月４日（水）上越地区労福協主催による第21回
の親睦ゴルフ大会が「妙高高原ゴルフ倶楽部」で開
催され、15名の参加を頂きました。
　当日は天候に恵まれ（暑さ・寒さ・風もなく…）

言い訳の出来ない絶好のコンディションの中、そ
れぞれに実力を発揮さ
れ、楽しくプレーをさ
れていました。
　表彰式では、成績表
を見ながらプレーを振
り返り、交流を深め合
うことができました。

上 越 地 区

第21回  上越地区労福協親睦ゴルフ大会

　県央地区労福協は、三条市勤労青少年ホーム（ソ
レイユ三条）内に事務所を置き活動しています。
　８月23日（土）には「県央ワーク＆ライフセミナー
被爆体験伝承講話」を開催。一般参加（市民、小学
生など）49名を含め120名の参加。被爆された切明
千枝子さんの体験を、「川端めぐ美さん」（広島被爆
体験伝承者９期生）が講演、参加者から「若い伝承
者で意外だったが、わかり易くはっきりした口調で、
悲惨さが伝わった」「戦後80年を経た今、戦争や被
爆体験語り繋ぐ伝承の大切さを痛感した」「家族や
子ども達に伝えたい」など、セミナーに参加して良

かったという声が多くありました。
　今後の予定として、10月26日（日）の「ソレイユ祭」
で労福協も参加し、「フードドライブ」を実施して
おり地元のＮＰＯ団体やフードバンクへ届けていま
す。また、新春の１月８日には恒例の「新春賀詞交
歓会」を予定しております。
　これからも労福協の構成団体はもちろん、各自治
体や社会福祉協議会、ＮＰＯ団体、子ども食堂など
地域と連携し、会員交流、地域貢献に努めて参ります。

県 央 地 区

被爆体験伝承者講話に120名が参加

　９月27日（土）毎年恒例の新潟地区労福協・連合
新潟地協の主催による「サツマイモ収穫体験祭」が
開催され、総勢179人の組合員とその家族が新潟市
江南区大渕の畑に集いました。
　今年もたくさんの収穫を期待し５月24日に苗植え
を行いました。その後草取り・水やり・蔓返しを行
い、経過を観察。猛暑で葉が弱っている時期もあり
ましたが、収穫祭までには何とか昨年並みまで持ち
直してくれました。
　収穫祭当日は爽やかな秋晴れとなり、たくさんの
参加者でにぎわいました。掘ってみないとわからな
いサツマイモの出来具合ですが、残念ながら全体的
に小ぶりで量も少なめでした。参加家族には自由に

袋に入れてもら
う 予 定 で し た
が、大～中の数
が少ないため、
大中小をあらか
じめ袋に入れて
最後に１つ各自
で選んで持って

帰ってもらいました。
　また、社会貢献活動の一環として子ども食堂へ寄
付しました。参加いただいた皆さんお疲れさまでし
た。

　７月12日（土）新潟地協青年女性委員会は新潟地
区労福協と協働で、社会貢献活動の一環として、地
協活動の拠点とする万代シティ周辺の清掃ボラン
ティア活動を実施しました。
　トングとゴミ袋を持ち、地協の旗を先頭に、万代
シティ広場をスタートし、新潟駅前・弁天公園のコー
スでゴミ拾いをしました。普段なにげなく歩いてい
るだけではあまり気にな
りませんが、歩道にはタ
バコの吸い殻やペットボ
トル、ティッシュ、更に
は飲みかけの飲料缶やビ
ニール傘まで捨てられて
いて、驚きとともに残念
でなりません。今後も社
会貢献活動として継続し
て取り組んで行く必要性
を改めて感じたところで
す。

新 潟 地 区

サ ツ マ イ モ 収 穫 祭

清掃ボランティア活動を実施
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新潟ろうきんとお取引がある、あるいはお取引を予定されている方で、
以下のいずれかの加入条件を満たす15歳以上の方となります。
　 新潟県内に居住または勤務する勤労者の方など
　 将来、新潟県内に居住または勤務する予定のある方

● 会報誌「夢咲Club通信」の発行
● 暮らしに役立つイベントなどの開催
● 安心の無料相談ネットワーク（弁護士無料法律相談、健康ダイヤルなど）

ご加入
いただける方

おもな活動と
会員サービス

ご加入は最寄りのろうきん本支店窓口へ。お問い合わせは新潟ろうきん夢咲Clubまで。

1
2

新潟ろうきん夢咲Club

新潟ろうきんの県内26店舗で入会手続きができます。
加入申込書は新潟ろうきんの全店舗に備え付けてあります。※入会金や会費は必要ありませんご入会

新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Clubは
〈ろうきん〉に加入していない事業所にお勤めの方が

〈ろうきん〉を利用する際にご加入いただくメンバーズクラブです！

新潟ろうきん夢咲Club 〒951-8113　新潟市中央区寄居町332番地38 新潟県労働金庫本店５階
TEL 025-201-8765　FAX 025-201-8755
https://www.n-yume.jp
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私たちは、助け合いの心と協同の力が生みだす

「ともに」の力で未来をきりひらき、

誰ひとり取り残さない社会を創ります

食べるしあわせ、自分らしいくらし
「ともに」の力で、笑顔の明日を

あ　し　た

ビジョン 2035

生活協同組合コープデリにいがた　総合企画室
〒950-1125　新潟市西区流通１丁目５番地 3

TEL  025-260-3351（月～金　9:00 ～ 17:30）

コープデリにいがた
ホームページ→

https://niigata.coopdeli.coop/

お問い
合わせ

「つかうほど、じぶんらしく。」をブランドメッセージに、
コープデリ宅配は一人ひとりの毎日にたくさんのおいしさをお届けします。

コープデリにいがたの宅配事業

管理栄養士が監修した夕食用の
お弁当を月曜から金曜の週 3日
から 5日までお届けします。
※お届け地域限定サービスです。

週１回決まった曜日・時間帯にご自宅
の玄関先まで、6,000 品目以上の取扱ア
イテムから、ご注文いただいた食品や日
用品をお届けする宅配サービスです。

夕食宅配ウイークリーコープ
家事援助を中心として困ったと
きに、お互いのくらしを支え合
い、助け合う有償の組合員活動
です。※新潟市中心に活動しています。

くらしの助け合いの会

A5サイズ

公式キャラクター
ピットくん

1525Z014

「こくみん共済 coop」は営利を⽬的としない保障の⽣協として共済事業を営み、
相互扶助の精神にもとづき、組合員の皆さまの安⼼とゆとりある暮らしに貢献する
ことを⽬的としています。この趣旨に賛同いただき、出資⾦を払い込んで居住地また
は勤務地の共済⽣協の組合員となることで各種共済制度をご利⽤いただけます。

新潟推進本部
(新潟県総合⽣活協同組合)全国労働者共済⽣活協同組合連合会



2025年10月15日 第63号にいがた労福協（ライフサポートセンター） ⑻

日本労働組合総連合会新潟県連合会（連合新潟）
下越地協・新潟地協・佐渡地協・県央地協・中越地協・柏崎地協・上越地協

い こう よ れん ごう に

最低賃金は、毎年、都道府県ごとに見直されます

会社は、最低賃金以上の賃金を支払う義務があります

最低賃金額を下回る賃金は法律違反となり、下回った
場合、差額を請求できます

パートタイマ―や学生バイト、臨時、嘱託など
雇用形態や呼称に関係なく、原則すべての労働者と
その使用者に適用されます

お給料が月給制でも適用されます

10
　
月

８日㈬ 第12期福祉リーダー塾＜後期＞　（新潟市中央区）
９日㈭ 地区労福協事務局長会議（勤労福祉会館）

ライフサポートセンター実務者・相談員研修会（Web）
消費者志向経営普及啓発セミナー（メディアシップ）

14日㈫ 東部ブロック2025年度代表者会議・第248回幹事
会合同会議（静岡県三島市）

16日㈭ 消費生活ネットワーク第４回理事会（coop会館）
18日㈯ 小千谷地区ワーク＆ライフセミナー

23日㈭～27日㈪ 韓国労働組合総連盟ソウル特別市地域本部代表団来日
23日㈭ 新潟市PS第7回支援調整会議（勤労福祉会館）
25日㈯ 新潟地区ワーク＆ライフセミナー（ユニゾンプラザ）
30日㈭ 連合新潟第35回定期大会（東映ホテル）

11
　
月

３日㈪ 第35回新潟県勤労者駅伝大会（ビッグスワン）
５日㈬ 地域活動交流集会（東映ホテル）
６日㈭ 中央労福協主催第８回女性のひろば（東京都千代田区）

８日㈯～９日㈰ 第12回生活困窮者自立支援全国研究交流大会（滋賀県大津市）
11日㈫ 消費生活ネットワーク消費に関する学習会（勤労福祉会館）
14日㈮ 監事監査（勤労福祉会館）
15日㈯ 下越地区ワーク＆ライフセミナー（新発田市）
17日㈪ 新潟市勤労者福祉サービスセンター理事会（東中通ビル）
18日㈫ 第154回理事会（勤労福祉会館）
21日㈮ 中央労福協第67回定期総会（東京都荒川区）
27日㈭ 新潟市PS第８回支援調整会議（勤労福祉会館）

12 

月

３日㈬～５日㈮ 東部ブロック総会・幹事会（群馬県高崎市）
16日㈫ 消費者志向経営普及啓発セミナー（メディアシップ）
18日㈭ 消費生活ネットワーク理事会（coop会館）

新潟市PS第９回支援調整会議（勤労福祉会館）

　８／23（土）県央地区のワーク＆ライフセ
ミナーに参加して、被爆体験伝承者の伝承講
話を聞いた。広島市が養成研修を行い、費用
負担は広島市で無料で聞くことができるそう
だ。驚いた。派遣されて来た伝承者は、若い
女性だった。大丈夫なのだろうかと少し心配
したが、被爆者の凄惨な体験を語る講話は、
臨場感にあふれ胸が締め付けられるととも
に、記憶の中に刻みこまれた。
　まぎれもなく80年前に実際に起こったこと
である。私たちは、何度でも歴史を振り返り、
戦争という悲惨な出来事を忘れないようにし
なければいけない。広島市のこのような取り
組みは貴重であると感じた。
　県内各地区の労福協で行っているワーク&
ライフセミナーは 、勉強になることが多い。
下越地区や新潟地区では夜間中学を取り上げ
た。佐渡地区では、世界一幸せな歌う講演家
古市佳央氏のセルフストーリーオペラを鑑賞
し、好評を博した。基本的に参加費は無料で
行っている。ただより高いものはないという
言葉があるが、間違いなく人生を豊かにし
てくれたり、地域にある様々な課題を考える
きっかけを与えてくれると思う。
　ぜひこれからも県内にある各地区労福協の
取り組みに注目をして、参加をしてもらいた
い。　　　　　　　　　（新光町の疾風怒涛）

今 後 の 日 程 編 集 後 記


